
                地域密着型金融の取組事例（2018年） 

  

 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

 (3)「米・畑作物の収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）」の取組み 

ＪＡみやぎ仙南（宮城県） 

 

新規 継続 

  

○ 

（2015年 6月） 

 

1 動機（経緯） 

2015 年 6 月より、米・畑作物の収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）において、必要と

なる農業者の積立金を、補てん金が交付になるまでの間、融通することを目的に取組みを

行っています。 

2 概要 
国より発行されたナラシ対策積立額の範囲内で融資を行い、金利は固定 0.5％（ＪＡの利

子補給により末端金利 0.0％）です。 

3 成果（効果） 

組合員の方のなかには、無利子で利用できて助かるとの声もありました。また、融資担当

者と営農担当者が情報を共有し取組んでおり、ＪＡ内のさらなる連携強化にも繋がってい

ます。 

4 今後の予定 今後も当施策を継続して農業者の支援に努めます。 

 


